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動（課題 1），安静 90 秒，示指外転運動（課題 2），安静 90 秒，示指外転運動（課題 3），
安静 10 分（課題直後，課題後安静）とした。運動形態は非利き手の上腕部を収縮期血
圧の 30%で阻血し，示指外転の最大随意収縮（ Maximum Voluntary Contraction ：MVC）
35%で求心性の等張性運動を行った。測定中はメトロノームを用いて一定のリズム（ 60
回/分）で施行困難まで運動を続けた。施行困難の基準は，被験者が第一背側骨間筋に
















・第 48 回日本理学療法学術大会(愛知)．2013 年 5 月にて研究成果の一部を発表予定 
